
令和６年 能登半島地震 新潟市 液状化等に関する説明会 

建物の被害に対する復旧方法 
公益社団法人新潟県建築士会 専務理事 相田幸一 

 

1 被災住宅相談での多くの相談者の質問 

▷ 家が傾いたが、どう直せばいい？  ▷ 傾いた家を直すには、いくらかかる？ 

 

2 具体的には 

▷ 砂が水と一緒に噴き出した     ▷ 地割れが起きた 

▷ 敷地が道路より低くなった     ▷ 基礎や壁にひびが入った 

▷ 床が傾いた、フワフワする、盛り上がった 

▷ ドアや窓が開かない        ▷ 水を流すとボコボコ音がする 

 

3 工事毎に専門業者 

▷ 瓦は、瓦屋さん 屋根屋さん    ▷ 壁紙が破れたら、内装屋さん 

▷ 壁が落ちたら、左官屋さん     ▷ 水道、排水は、設備屋さん  

復旧工事も同じです！ 

 

4 見えない所にも被害が有るかも？ 

▷ 床下も液状化で砂が噴出しているかも？ ▷ 天井裏の柱や梁は大丈夫？ 

 

5 復旧工事全体を見て段取りする 

▷ 昔なら大工さんの棟梁       ▷ 今なら工務店の社長 

▷ ハウスメーカーの建物ならハウスメーカーの担当者 

 

6 修繕工事内容を決める前に 

▷ 建物全体の状況（築年数・被災状況など）を把握して 

▷ 緊急性の有る工事？どこまで修理しようか、ゆっくり考えても良い工事？ 

▷ お金と工事費を考えて      ▷ 今後の生活を考えて・・・・・ 

 

7 誰が決断する？ 

▷ 「どこまで修繕すべきか？」 ⇒ 正解は無い 

▷ 「どこまで、いつ直すか？」 ⇒ 被災者ご自身が決断すること 

 

8 決断する前に助言者を見つけて！ 

▷ 新築してくれた大工さん、工務店、ハウスメーカーに相談することが一番 

の早道！ ⇐ 修繕する建物について、一番よく知っているから 

▷ 信頼できる大工さんなどが居ない場合は、新潟市建築組合連合会に！ 

連絡先：070-6510-0353（受付時間は、午前 10時から午後 5 時まで） 

 

9 配布資料（修繕工事検討の基礎知識として） 

▷ 「住まいの液状化被害で困らないために」 

▷ 「沈下修正工法の種類」 

 

10 「液状化による被災状況と家屋復旧対策（沈下修正工事）セミナー」を開催 

 録画を公開中：You Tube で「新潟県建築士会」と検索してください。 
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